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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の方向に複数の記録素子が配列する記録ヘッドに対して、前記第１の方向と交差す
る第２の方向に記録媒体を搬送することにより前記記録媒体に画像を記録するための画像
処理方法であって、
　記録媒体の前記第１の方向における端部に余白を設けずにテストパターンを記録する第
１の記録モードと、記録媒体の前記第１の方向における端部に余白を設けてテストパター
ンを記録する第２の記録モードと、のうち、１つの記録モードを実行する記録モードとし
て選択する選択工程と、
　読み取り手段が、記録媒体よりも輝度が低い所定の部材上にある記録媒体に記録された
テストパターンであって、前記記録媒体よりも輝度が低く、且つ、前記所定の部材よりも
輝度が高い前記テストパターンを少なくとも読み取ることで生成された読み取りデータを
取得する取得工程と、
　前記取得工程において取得された前記読み取りデータの輝度を前記第１の方向について
所定の間隔ごとに検出する検出工程と、
　前記選択工程において前記第１の記録モードが選択された場合、前記検出工程において
検出された輝度に基づいて、前記第１の方向において前記読み取りデータの輝度が第１の
閾値よりも高い第１の位置と、前記第１の方向において前記読み取りデータの輝度が前記
第１の閾値よりも低く、且つ、前記第１の位置よりも前記記録媒体の前記第１の方向にお
ける中央部から前記所定の間隔だけ遠い第２の位置と、の近傍の位置を前記テストパター
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ンの端部に対応する位置として、前記読み取りデータにおいて前記テストパターンの前記
第１の方向における両端部に対応する位置をそれぞれ検出し、検出された当該両端部に対
応する位置の間を前記読み取りデータの解析範囲として設定する第１設定工程と、
　前記選択工程において前記第２の記録モードが選択された場合、前記検出工程において
検出された輝度に基づいて、前記第１の方向において前記読み取りデータの輝度が第２の
閾値よりも低い第３の位置と、前記第１の方向において前記読み取りデータの輝度が前記
第２の閾値よりも高く、且つ、前記第３の位置よりも前記テストパターンの前記第１の方
向における中央部から前記所定の間隔だけ遠い第４の位置と、の近傍の位置を前記テスト
パターンの端部に対応する位置として、前記読み取りデータにおいて前記テストパターン
の前記第１の方向における両端部に対応する位置をそれぞれ検出し、検出された当該両端
部に対応する位置の間を前記読み取りデータの解析範囲として設定する第２設定工程と
　を備えることを特徴とする画像処理方法。
【請求項２】
　テストパターンが記録媒体の前記第１の方向における端部に余白を設けずに記録された
場合、前記読み取りデータの前記第１の方向における輝度は前記第１の方向における前記
第１の位置から前記第２の位置までの間において漸次的に減少し、
　テストパターンが記録媒体の前記第１の方向における端部に余白を設けて記録された場
合、前記読み取りデータの前記第１の方向における輝度は前記第１の方向における前記第
３の位置から前記第４の位置までの間において漸次的に増加することを特徴とする請求項
１に記載の画像処理方法。
【請求項３】
　前記第１の閾値は、前記第２の閾値よりも低いことを特徴とする請求項１または２に記
載の画像処理方法。
【請求項４】
　前記第２設定工程において、前記読み取りデータの前記第１の方向における輝度が前記
第２の閾値よりも低い領域を前記テストパターンに対応する領域として検出し、前記読み
取りデータの前記第１の方向における輝度が前記第２の閾値よりも高い領域を余白に対応
する領域として検出することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の画像処
理方法。
【請求項５】
　前記第１の方向における前記複数の記録素子が記録可能な幅は、前記第１の方向におけ
る前記記録媒体の幅よりも広いことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の
画像処理方法。
【請求項６】
　前記第１設定工程において、前記読み取りデータの前記第１の方向における輝度が前記
第１の閾値よりも高い領域を前記記録媒体に対応する領域として検出し、前記読み取りデ
ータの前記第１の方向における輝度が前記第１の閾値よりも低い領域を所定の部材に対応
する領域として検出することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の画像処
理方法。
【請求項７】
　前記第１の方向における前記所定の部材の幅は、前記第１の方向における前記記録媒体
の幅よりも広いことを特徴とする請求項６に記載の画像処理方法。
【請求項８】
　前記所定の部材は黒色であることを特徴とする請求項６または７に記載の画像処理方法
。
【請求項９】
　前記第１設定工程または前記第２設定工程において設定された前記読み取りデータの解
析範囲において、前記複数の記録素子の記録不良を検出する検出工程をさらに備えること
を特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項１０】
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　前記検出工程において検出された記録不良の前記記録素子に対応する記録データを、記
録不良でない前記記録素子にて補完する補完工程をさらに備えることを特徴とする請求項
９に記載の画像処理方法。
【請求項１１】
　前記記録ヘッドは、第１の色の色材に対応する複数の記録素子が配列した第１の記録素
子列と、前記第１の色とは異なる第２の色の色材に対応する複数の記録素子が配列した第
２の記録素子列を備え、
　前記テストパターンは前記第１の色のパターンと前記第２の色のパターンとを含み、
　前記取得工程において、前記第１の色のパターンの読み取りデータと前記第２の色のパ
ターンの読み取りデータとを取得することを特徴とする請求項１から１０のいずれか１項
に記載の画像処理方法。
【請求項１２】
　前記複数の記録素子は、インクを吐出するインクジェット記録素子であることを特徴と
する請求項１から１１のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項１３】
　第１の方向に複数の記録素子が配列する記録ヘッドに対して、前記第１の方向と交差す
る第２の方向に記録媒体を搬送することにより前記記録媒体に画像を記録するための画像
処理装置であって、
　記録媒体の前記第１の方向における端部に余白を設けずにテストパターンを記録する第
１の記録モードと、記録媒体の前記第１の方向における端部に余白を設けてテストパター
ンを記録する第２の記録モードと、から、１つの記録モードを実行する記録モードとして
選択する選択手段と、
　読み取り手段が少なくとも記録媒体に記録されたテストパターンを読み取ることで生成
された読み取りデータを取得する取得手段と、
　読み取り手段が、記録媒体よりも輝度が低い所定の部材上にある記録媒体に記録された
テストパターンであって、前記記録媒体よりも輝度が低く、且つ、前記所定の部材よりも
輝度が高い前記テストパターンを少なくとも読み取ることで生成された読み取りデータを
取得する取得手段と、
　前記取得手段において取得された前記読み取りデータの輝度を前記第１の方向について
所定の間隔ごとに検出する検出手段と、
　前記選択手段によって前記第１の記録モードが選択された場合、前記検出手段によって
検出された輝度に基づいて、前記第１の方向において前記読み取りデータの輝度が第１の
閾値よりも高い第１の位置と、前記第１の方向において前記読み取りデータの輝度が前記
第１の閾値よりも低く、且つ、前記第１の位置よりも前記記録媒体の前記第１の方向にお
ける中央部から前記所定の間隔だけ遠い第２の位置と、の近傍の位置を前記テストパター
ンの端部に対応する位置として、前記読み取りデータにおいて前記テストパターンの前記
第１の方向における両端部に対応する位置をそれぞれ検出し、検出された当該両端部に対
応する位置の間を前記読み取りデータの解析範囲として設定する第１設定手段と、
　前記選択手段によって前記第２の記録モードが選択された場合、前記検出手段によって
検出された輝度に基づいて、前記第１の方向において前記読み取りデータの輝度が第２の
閾値よりも低い第３の位置と、前記第１の方向において前記読み取りデータの輝度が前記
第２の閾値よりも高く、且つ、前記第３の位置よりも前記テストパターンの前記第１の方
向における中央部から前記所定の間隔だけ遠い第４の位置と、の近傍の位置を前記テスト
パターンの端部に対応する位置として、前記読み取りデータにおいて前記テストパターン
の前記第１の方向における両端部に対応する位置をそれぞれ検出し、検出された当該両端
部に対応する位置の間を前記読み取りデータの解析範囲として設定する第２設定手段と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１４】
　テストパターンが記録媒体の前記第１の方向における端部に余白を設けずに記録された
場合、前記読み取りデータの前記第１の方向における輝度は前記第１の方向における前記
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第１の位置から前記第２の位置までの間において漸次的に減少し、
　テストパターンが記録媒体の前記第１の方向における端部に余白を設けて記録された場
合、前記読み取りデータの前記第１の方向における輝度は前記第１の方向における前記第
３の位置から前記第４の位置までの間において漸次的に増加することを特徴とする請求項
１３に記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　前記第１の閾値は、前記第２の閾値よりも低いことを特徴とする請求項１３または１４
に記載の画像処理装置。
【請求項１６】
　前記第２設定手段は、前記読み取りデータの前記第１の方向における輝度が前記第２の
閾値よりも低い領域を前記テストパターンに対応する領域として検出し、前記読み取りデ
ータの前記第１の方向における輝度が前記第２の閾値よりも高い領域を余白に対応する領
域として検出することを特徴とする請求項１３から１５のいずれか１項に記載の画像処理
装置。
【請求項１７】
　前記第１の方向における前記複数の記録素子が記録可能な幅は、前記第１の方向におけ
る前記記録媒体の幅よりも広いことを特徴とする請求項１３から１６のいずれか１項に記
載の画像処理装置。
【請求項１８】
　前記第１設定手段は、前記読み取りデータの前記第１の方向における輝度が前記第１の
閾値よりも高い領域を前記記録媒体に対応する領域として検出し、前記読み取りデータの
前記第１の方向における輝度が前記第１の閾値よりも低い領域を所定の部材に対応する領
域として検出することを特徴とする請求項１３から１７のいずれか１項に記載の画像処理
装置。
【請求項１９】
　前記第１の方向における前記所定の部材の幅は、前記第１の方向における前記記録媒体
の幅よりも広いことを特徴とする請求項１８に記載の画像処理装置。
【請求項２０】
　前記所定の部材は黒色であることを特徴とする請求項１８または１９に記載の画像処理
装置。
【請求項２１】
　前記第１設定手段または前記第２設定手段によって設定された前記読み取りデータの解
析範囲において、前記複数の記録素子の記録不良を検出する検出手段をさらに備えること
を特徴とする請求項１３から２０のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項２２】
　前記検出手段により検出された記録不良の前記記録素子に対応する記録データを、記録
不良でない前記記録素子にて補完する補完手段をさらに備えることを特徴とする請求項２
１に記載の画像処理装置。
【請求項２３】
　前記記録ヘッドは、第１の色の色材に対応する複数の記録素子が配列した第１の記録素
子列と、前記第１の色とは異なる第２の色の色材に対応する複数の記録素子が配列した第
２の記録素子列を備え、
　前記テストパターンは前記第１の色のパターンと前記第２の色のパターンとを含み、
　前記取得手段は、前記第１の色のパターンの読み取りデータと前記第２の色のパターン
の読み取りデータとを取得することを特徴とする請求項１３から２２のいずれか１項に記
載の画像処理装置。
【請求項２４】
　前記複数の記録素子は、インクを吐出するインクジェット記録素子であることを特徴と
する請求項１３から２３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フルライン形式の記録装置を用いて画像を記録するための画像処理方法及び
画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　記録装置として、インクジェット方式の記録装置が知られている。このインクジェット
記録装置は、吐出口よりインクを吐出し、これを記録媒体に定着させることで、文字、画
像を形成させるものである。また近年では、インクジェット記録装置の中でも、記録幅に
対応した吐出口列を備えた記録ヘッドを有し、記録媒体を搬送させつつ記録を行うフルラ
イン形式のインクジェット記録装置が採用されている。フルライン形式のインクジェット
記録装置は、記録の高速化が可能であることから広く使用されつつある。このようなフル
ライン形式のインクジェット記録装置においては、記録媒体における幅方向の縁部に余白
を設けて記録を行う縁有り記録と、余白を設けずに記録を行う縁無し記録とを行うことの
できるものがある。
【０００３】
　インクジェット記録装置においては、なんらかの理由で吐出口からのインクの吐出が良
好でない状態になることがある。このようにインクの吐出が良好でない状態になった場合
、吐出の良好でない状態にある吐出口について、その吐出口からのインク吐出を停止した
り、代わりに別の吐出口からインクを吐出させる等の対策を行うことが求められる場合が
ある。このようなときには、吐出の良好でない状態にある吐出口の位置を検出することが
求められる。
【０００４】
　インク吐出状態の良好でない吐出口が生じたときに、その吐出口を検出する方法として
、記録媒体にテストパターンを記録し、テストパターンの画像からインク吐出の良好でな
い状態の吐出口を検出する方法が知られている。例えば、特許文献１には、記録ヘッドが
記録媒体の幅方向の全体に亘って記録を行うことが可能なフルライン形式であって、記録
媒体に記録を行う記録手段と、記録されたテストパターンを読み取るセンサを有するイン
クジェット記録装置について開示されている。センサによってテストパターンが読み取ら
れることにより、記録ヘッドに吐出不良の状態にある吐出口が生じた場合に、テストパタ
ーンが検知されることによって吐出不良の状態にある吐出口が検出されている。特に、特
許文献１では、記録媒体の幅方向の外側縁部に余白が生じないように記録が行われる縁無
し記録が行われる場合において、テストパターンが検知されることによって吐出の良好で
ない状態にある吐出口が検出されている。特許文献１に開示されたインクジェット記録装
置では、縁無し記録が行われる場合に、記録媒体の幅方向に記録媒体を横断するように記
録されたテストパターンが用いられてインク吐出の良好でない状態の吐出口が検出されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－２０５７４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、縁無し記録が行われる場合には、記録画像は、記録媒体からはみ出すよ
うに、記録媒体の幅方向へ記録媒体よりも長く形成される。その一方、縁有り記録が行わ
れる場合には、記録画像は記録媒体の幅方向に対し記録媒体内に収まるように部分的に記
録される。そのため、縁有り記録が行われる場合には、縁無し記録の際に使用される吐出
口の一部に、記録に使用されない吐出口が生じる。このように、縁有り記録によって記録
が行われる場合と、縁無し記録によって記録が行われる場合との間で、記録ヘッドにおけ
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る使用される吐出口の領域が異なる。そのため、テストパターンを記録し、テストパター
ンからインク吐出の良好でない状態の吐出口を検出するときには、縁有り記録が行われる
場合と、縁無し記録が行われる場合との間で、必要とされるテストパターンの領域が異な
る。このように、縁有り記録と縁無し記録とを行うことのできるインクジェット記録装置
では、テストパターンからインク吐出の良好でない状態の吐出口の検出を行う際の、テス
トパターンにおける検出領域が定まらない。
【０００７】
　テストパターンの記録の際に使用される吐出口を縁有り記録に使用される吐出口に合わ
せると、縁無し記録が行われるときに、記録ヘッド内の吐出口の一部に、インクの吐出状
態が良好であるかの検出が行われない吐出口が生じる場合がある。また、テストパターン
の記録の際に使用される吐出口を縁無し記録に使用される吐出口に合わせると、縁有り記
録が行われるときに、記録に使用されない吐出口についてまで、インクの吐出状態が良好
であるかの検出が行われる場合がある。そのため、インクの吐出状態が良好であるかの検
出の行われる領域について、記録ヘッド内のどの吐出口の範囲に設定するのかを設定する
ことができない。
【０００８】
　そこで、本発明は上記の事情に鑑み、縁有り記録と、縁無し記録とによって記録を行う
ことが可能であっても、記録形式に応じてテストパターンの検知領域を定めることのでき
る画像処理方法及び画像処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の画像処理方法は、第１の方向に複数の記録素子が配列する記録ヘッドに対して
、前記第１の方向と交差する第２の方向に記録媒体を搬送することにより前記記録媒体に
画像を記録するための画像処理方法であって、記録媒体の前記第１の方向における端部に
余白を設けずにテストパターンを記録する第１の記録モードと、記録媒体の前記第１の方
向における端部に余白を設けてテストパターンを記録する第２の記録モードと、のうち、
１つの記録モードを実行する記録モードとして選択する選択工程と、読み取り手段が、記
録媒体よりも輝度が低い所定の部材上にある記録媒体に記録されたテストパターンであっ
て、前記記録媒体よりも輝度が低く、且つ、前記所定の部材よりも輝度が高い前記テスト
パターンを少なくとも読み取ることで生成された読み取りデータを取得する取得工程と、
前記取得工程において取得された前記読み取りデータの輝度を前記第１の方向について所
定の間隔ごとに検出する検出工程と、前記選択工程において前記第１の記録モードが選択
された場合、前記検出工程において検出された輝度に基づいて、前記第１の方向において
前記読み取りデータの輝度が第１の閾値よりも高い第１の位置と、前記第１の方向におい
て前記読み取りデータの輝度が前記第１の閾値よりも低く、且つ、前記第１の位置よりも
前記記録媒体の前記第１の方向における中央部から前記所定の間隔だけ遠い第２の位置と
、の近傍の位置を前記テストパターンの端部に対応する位置として、前記読み取りデータ
において前記テストパターンの前記第１の方向における両端部に対応する位置をそれぞれ
検出し、検出された当該両端部に対応する位置の間を前記読み取りデータの解析範囲とし
て設定する第１設定工程と、前記選択工程において前記第２の記録モードが選択された場
合、前記検出工程において検出された輝度に基づいて、前記第１の方向において前記読み
取りデータの輝度が第２の閾値よりも低い第３の位置と、前記第１の方向において前記読
み取りデータの輝度が前記第２の閾値よりも高く、且つ、前記第３の位置よりも前記テス
トパターンの前記第１の方向における中央部から前記所定の間隔だけ遠い第４の位置と、
の近傍の位置を前記テストパターンの端部に対応する位置として、前記読み取りデータに
おいて前記テストパターンの前記第１の方向における両端部に対応する位置をそれぞれ検
出し、検出された当該両端部に対応する位置の間を前記読み取りデータの解析範囲として
設定する第２設定工程とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
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　本発明によれば、縁有りで記録されたテストパターンと、縁無しで記録されたテストパ
ターンとで、それぞれの読み取りデータの解析範囲を適切に設定することができる画像処
理方法及び画像処理装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態に係るインクジェット記録装置の構成について模式的に示した
断面図である。
【図２】図１のインクジェット記録装置の制御系に関する構成を説明するためのブロック
図である。
【図３】図１のインクジェット記録装置における記録ヘッド、記録媒体及びスキャナ部に
ついて示した平面図である。
【図４】図３の記録ヘッドによって記録媒体に記録されたテストパターンについて説明す
るための説明図である。
【図５】図１のインクジェット記録装置によって、記録ヘッドの吐出口についてのインク
吐出状態の検出が行われる際の制御フローについて示したフローチャートである。
【図６】図５のフローで、インク吐出状態の良好でない吐出口が検出されたときに、その
吐出口について補完処理が行われる際の制御フローについて示したフローチャートである
。
【図７】図１のインクジェット記録装置による縁無し記録で用いられるテストパターンを
検出する検出処理と、検知マークの検出処理について説明するための平面図である。
【図８】図７のテストパターンの両端部の位置についての検出処理と、検知マークの検出
処理について説明するための平面図である。
【図９】図１のインクジェット記録装置による縁有り記録で用いられるテストパターンの
両端部の位置についての検出処理と、検知マークの検出処理について説明するための説明
図である。
【図１０】図８、図９のテストパターンからインク吐出の良好でない状態の吐出口を検出
する際の検出処理について説明するための説明図である。
【図１１】図１のインクジェット記録装置によって記録されたテストパターンにおいて、
位置基準検知マークについて説明するための平面図である。
【図１２】図１のインクジェット記録装置によって記録されたテストパターンにおいて、
位置基準検知マークを検出する際の検出処理について説明するための説明図である。
【図１３】図１のインクジェット記録装置によって記録されたテストパターンによって、
インク吐出が良好でない状態の吐出口が検出されたときに、その吐出口の位置を検出する
ための検出処理について説明するための説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、添付図面を参照して本発明の好適な実施形態について説明する。
【００１３】
　図１は、本発明の第一実施形態に係るインクジェット記録装置２００の概略構成を模式
的に示した図である。なお、以下の実施の形態はあくまでも例示であり、本発明の範囲を
限定する趣旨のものではない。
【００１４】
　インクジェット記録装置２００は、記録媒体を搬送しながら、記録媒体にインクを吐出
して記録を行う。インクジェット記録装置２００は、記録媒体の搬送方向に交差する方向
に沿って記録媒体の全域に亘って記録可能に配列された複数の吐出口を有する記録ヘッド
１０６を有している。インクジェット記録装置２００は、このような記録ヘッドから記録
媒体にインクを吐出して記録を行うフルライン形式のインクジェット記録装置である。本
実施形態のインクジェット記録装置２００は、記録媒体における記録ヘッド１０６の延在
する延在方向の縁部に余白を形成しつつ記録を行う縁有り記録と、記録ヘッドの延在方向
の縁部に余白を設けずに記録を行う縁無し記録とを行うことが可能である。本実施形態で
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は、記録媒体における記録の行われる面は白色である。
【００１５】
　インクジェット記録装置２００は、記録媒体に記録を行う記録機能と、記録媒体上の記
録画像を読取る読取装置を備えている。本実施形態では、記録処理を行う記録媒体（記録
シート）としてロールシート（搬送方向において記録単位（１ページ）の長さよりも長い
連続したシート）が用いられている。しかしながら、同一面への複数ページ分の記録を途
中で切断せずに続けて行える長尺の連続シートであれば、ロール状となったものには限ら
ない。また、連続シートの切断は、インクジェット記録装置２００が自動的に切断するも
のであってもよいし、ユーザーがマニュアル指示を行って切断するものであってもよい。
記録媒体の材質も紙には限らず、記録処理可能なものであれば種々のものを用いることが
できる。また、インクジェット記録装置は、連続シートへの記録のみではなく、所定のサ
イズに予めカットされたカットシートへの記録をも可能なインクジェット記録装置として
もよい。また、複数色の記録剤を用いたカラー記録を行うものには限らず、黒色（グレー
を含む）のみによるモノクロ記録を行うものとしてもよい。また、記録は、可視画像の記
録には限らず、不可視もしくは視認が困難な画像の記録としてもよいし、一般的な画像以
外の、例えば配線パターン、部品の製造における物理的パターン、ＤＮＡの塩基配列等の
記録など種々のものの記録としてもよい。つまり、記録剤を記録媒体に付与可能なもので
あれば種々のタイプの記録装置に適用可能である。また、図１のインクジェット記録装置
２００と接続された外部装置からの指示で当該インクジェット記録装置２００における記
録処理の動作を制御させる場合、この外部装置が記録制御装置となる。
【００１６】
　インクジェット記録装置２００は、以下の構成要素１０１～１１５を含み、これらが１
つの筐体内に配置される。ただし、これらの構成要素を複数の筐体に分けて構成してもよ
い。
【００１７】
　制御ユニット１０８は、コントローラ（ＣＰＵまたはＭＰＵを含む）やユーザーインタ
ーフェース情報の出力器（表示情報や音響情報などの発生器）、各種Ｉ／Ｏインターフェ
ースを備えた制御部を内蔵し、インクジェット記録装置２００全体の各種制御を司る。
【００１８】
　ロールシートユニットとして上段シートカセット１０１ａと下段シートカセット１０１
ｂの２基を備える。使用者はロールシート（以下、シート）をマガジンに装着してからイ
ンクジェット記録装置本体に装填する。上段シートカセット１０１ａから引き出されたシ
ートは図中ａ方向に、下段シートカセット１０１ｂから引き出されたシートは図中ｂ方向
にそれぞれ搬送される。いずれのカセットからのシートも図中ｃ方向に進行して搬送ユニ
ット１０２に到達する。搬送ユニット１０２は、複数の回転ローラ１０４を通して記録処
理中にシートを図中ｄ方向（水平方向）に搬送する。給紙元のシートカセットを一方から
他方に切り替える際は、既に引き出されているシートをカセット内に巻き戻し、新たに給
紙させるシートがセットされているカセットから新たに給紙する。
【００１９】
　搬送ユニット１０２の上方には記録ヘッドユニット１０５が搬送ユニット１０２と対向
して配置される。記録ヘッドユニット１０５では複数色（本実施形態では７色）分の独立
した記録ヘッド１０６がシートの搬送方向に沿って保持されている。本実施形態では、イ
ンクジェット記録装置２００は、Ｋ（ブラック）、Ｍ（マゼンタ）、Ｃ（シアン）、Ｙ（
イエロー）、Ｇ（グレー）、ＬＭ（ライトマゼンタ）、ＬＣ（ライトシアン）、の７色に
対応した７つの記録ヘッドを有する。もちろん、これら以外の色を用いたものでもよいし
、これらの全てを用いる必要もない。本実施形態のインクジェット記録装置２００は、搬
送ユニット１０２によるシートの搬送に同期させて、記録ヘッド１０６からインクを吐出
させてシート上に画像を形成する。なお、記録ヘッド１０６はインクの吐出先が回転ロー
ラ１０４と重ならない位置に配置される。インクはシートに直接吐出されるものに代え、
中間転写体にインクを付与した後、そのインクをシートに付与されることによって画像が
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形成されるものとしてもよい。このときには、中間転写体を介して記録媒体に記録された
テストパターンから、中間転写体にインクを吐出して付与するための吐出口についての検
出を行うこととすれば良い。
【００２０】
　上述したような搬送ユニット１０２、記録ヘッドユニット１０５及び記録ヘッド１０６
を含んで記録ユニットが構成されている。インクタンク１０９は各色のインクを独立して
貯蔵する。インクタンク１０９からはチューブによって各色に対応して設けられたサブタ
ンクまでインクが供給され、サブタンクから各記録ヘッド１０６までチューブを介してイ
ンクが供給される。記録ヘッド１０６は、記録時の搬送方向ｄ方向に沿って各色（本実施
形態では７色）のインクを吐出するために吐出口がライン状に配列されたラインヘッドで
ある。各色のラインヘッドは、継ぎ目無く単一のチップで形成されたものであってもよい
し、分割された吐出口チップが一列又は千鳥配列のように規則的に並べられたものであっ
てもよい。本実施形態では、上述したように、インクジェット記録装置２００は、フルラ
イン形式の記録ヘッド１０６を有している。吐出口からインクを吐出するインクジェット
方式としては、発熱素子を用いた方式、ピエゾ素子を用いた方式、静電素子を用いた方式
、ＭＥＭＳ素子を用いた方式等を採用することができる。記録の行われる際には、記録デ
ータに基づいて各ヘッドの吐出口からインクが吐出される。吐出のタイミングは、搬送用
エンコーダ１０３の出力信号によって決定される。
【００２１】
　シートに画像が形成された後、当該シートは搬送ユニット１０２から、スキャナユニッ
ト１０７まで搬送される。スキャナユニット１０７では、シート上の記録画像や特殊パタ
ーンを光学的に読取って記録画像に問題がないかどうかの確認や、インクの吐出状態を含
む本装置の状態確認等を行う。本実施形態では、テストパターンの記録画像を読み込み、
読み取られたテストパターンの画像についての解析を行うことにより、吐出口についての
インクの吐出状態を確認するものとしている。しかしながら、吐出状態の確認については
、読み取られたテストパターンの画像と、予め記憶されている画像との比較を行うことに
より記録の成否が確認されて行われるものでもよい。確認の方法は種々のものの中から適
宜選択することが可能である。
【００２２】
　シートはスキャナユニット１０７近傍からｅ方向に搬送され、カッタユニット１１０に
導入される。カッタユニット１１０では所定の記録領域に対応した単位の長さ毎にシート
が切断される。記録する画像サイズに応じてこの所定の記録領域に対応した単位の長さは
異なる。例えばＬ版サイズの写真では搬送方向の長さは１３５ｍｍ、Ａ４サイズでは搬送
方向の長さは２９７ｍｍでシートがカットされる。カッタユニット１１０は、片面記録の
場合はページ単位でシートを切断するが、記録ジョブの内容によってはページ単位で切断
しない場合もある。
【００２３】
　また、カッタユニット１１０は、両面記録が行われる場合には、第１面（たとえばおも
て面）に所定の長さ分の画像を連続して記録し、その後第２面（たとえば裏面）を記録し
たときにページ単位でシートを切断することとしても良い。このように、シートの第１面
に記録が行われたときに、ページごとにシートが切断されなくても良い。なお、カッタユ
ニット１１０は、片面記録や両面記録の裏面記録に際し、１枚の画像毎に切断するものに
限らない。所定の長さ分搬送されるまで切断せず、所定の長さまで搬送された後で切断し
、１枚（１頁）の画像毎に切り離すのは別のカッタ装置で手動操作等によって切断するも
のとしてもよい。またシートの幅方向に関しては、切断が必要な場合、別のカッタ装置を
用いて切断することになる。
【００２４】
　カッタユニット１１０から搬送されたシートは、ユニット内を図中ｆ方向に搬送され、
裏面記録ユニット１１１に搬送される。裏面記録ユニット１１１は、シートの片面のみに
画像を記録する場合に、シートの裏面に所定の情報を記録させるためのユニットである。
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シートの裏面に記録する情報としては、記録画像毎に対応した文字、記号、コード等の情
報（例えば、オーダー管理用番号等）が含まれる。裏面記録ユニット１１１は、記録ヘッ
ド１０６が両面記録の記録ジョブのための画像を記録する場合、記録ヘッド１０６が画像
を記録する領域以外に上記したような情報を記録しても良い。本実施形態では、裏面記録
ユニット１１１においても、インクジェットによる記録方式が採用されている。
【００２５】
　裏面記録ユニット１１１を通ったシートは、次に乾燥ユニット１１２に搬送される。乾
燥ユニット１１２は、インクが付与されたシートを短時間で乾燥させるために、図中ｇ方
向に通過するシートを温風（加温された気体（空気））で加熱するユニットである。なお
、乾燥の方法は温風を用いるのに代え、冷風、ヒーターによる加温、待機させることのみ
による自然乾燥、紫外光等の電磁波の照射など種々のものも採用可能である。ページごと
の単位長さに切断されたシートは１枚ずつ乾燥ユニット１１２内を通過して、図中ｈ方向
に搬送されて仕分けユニット１１４に搬送される。仕分けユニット１１４は、複数のトレ
ー（本実施形態では１８個）を保持しており、ページごとの単位長さ等に応じてシートの
排紙先のトレーを区別する。各トレーには、トレー番号が割り当てられている。仕分けユ
ニット１１４では、ユニット内を図中ｉ方向に通過するシートを、各トレー上に設けられ
たセンサでトレーの空きやシートが満載か否かなどを確認しながら記録画像毎に設定され
たトレー番号に対応するトレーに排紙していく。切断されたシートの排出先となるトレー
は、記録ジョブの発行元（ホスト装置）で特定のものが指定される場合や、インクジェッ
ト記録装置側で空いているトレーが任意に指定される場合がある。１つのトレーには予め
決められた枚数まで排紙可能である。この予め決められた枚数を超える記録ジョブの場合
、複数のトレーに跨って排紙される。トレーに対して排紙可能なシートの枚数やサイズ、
種類などは、そのトレーの大きさ（タイプ）等によって異なっている。図１において縦（
上下）に並んでいるトレー（以下、大トレー）は大サイズ（Ａ４サイズ等、Ｌ版サイズよ
り大きいもの）のシート、小サイズ（Ｌ版サイズ）のシートの排紙が可能である。また、
横（左右）に並んでいるトレー（以下、小トレー）は小サイズ（Ｌ版サイズ）のシートの
排紙が可能であるが大サイズのシートの排紙はできない。そして、大トレーの方が小トレ
ーより排紙可能なシートの出力枚数が多い。また、シート排紙中や排紙完了等の状態は、
表示器を用いてユーザーが識別可能にする（例えば、ＬＥＤ等を用いる）。例えば、トレ
ーのそれぞれに互いに異なる色で発光する複数のＬＥＤを設け、点灯しているＬＥＤの色
や点灯状態か点滅状態かなどによって各トレーの種々の状態をユーザーに通知可能である
。また、インクジェット記録装置２００の有する複数のトレーのそれぞれには、優先順位
を付すことができる。インクジェット記録装置２００は、記録ジョブを実行するにあたり
、空いている（シートが存在しない）トレーを、予め設定されている優先順位に従って、
順にシートの排出先として割り当てていく。本実施形態のインクジェット記録装置２００
におけるデフォルトでは、大トレーは図１の上のトレーほど優先順位が高く、また小トレ
ーは図１の左側のトレーほど優先順位が高い。また、本実施形態では、大トレーの優先順
位よりも、小トレーの優先順位の方が高い。この優先順位については、ユーザーがシート
を取り出しやすい位置ほどトレーの優先順位を高く設定してやればよいが、ユーザーによ
る操作によっても適宜変更可能である。
【００２６】
　シート巻取りユニット１１３は、ページ毎に切断されずにおもて面が記録されたシート
の巻取りを行う。両面記録の際にはまずおもて面に画像形成が行われたシートを、ページ
単位では切断せず、連続したおもて面への記録が終了した後にカッタユニット１１０によ
ってシートを切断する。おもて面が記録されたシートは、ユニット内を図中のｊ方向に通
過し、シート巻取りユニット１１３が巻取る。そして、一連のページ分のおもて面の画像
形成が終了して、巻き取られたシートは、先のおもて面とは反対面を記録可能な面にして
、つまり記録ヘッド１０６に対向させる面を反転させて、再度ユニットの図中のｋ方向に
搬送される。このようにシートの切断及び記録媒体の搬送が行われることで、先のおもて
面とは反対の裏面の画像の記録を行わせる。通常の片面記録の場合は、画像が記録された
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シートは、シート巻取りユニット１１３による巻取りを行わせずに仕分けユニット１１４
に搬送される。
【００２７】
　このように、両面記録の際は、シート巻取りユニット１１３を用いてシートの巻取りを
行い、シートを反転させて裏面の記録を行うため、片面記録のときと両面記録のときとで
は仕分けユニット１１４への排紙の際のシートの面が異なる。即ち、片面記録の場合はシ
ート巻取りユニット１１３を用いたシートの反転が行われないので、先頭ページの画像が
記録されたシートは先頭ページの画像が図１の下方を向いた状態で排紙される。そして１
つの記録ジョブが複数ページあるジョブの場合、先頭ページのシートからトレーに排紙さ
れ、以後後続のページへと順次排紙されシートが重なっていく。このような排紙をフェイ
スダウン排紙と呼ぶ。一方、両面記録の場合はシート巻取りユニット１１３を用いたシー
トの反転が行われるので、先頭ページの画像が記録されたシートは先頭ページの画像が上
を向いた状態で排紙される。そして１つの記録ジョブが複数枚のシートの出力を行うジョ
ブの場合、最後のページを含むシートからトレーに排紙され、以後若いページのシートへ
と順次排紙されシートが重なっていき、最終的に先頭ページの画像が記録されたシートが
排紙される。このような排紙をフェイスアップ排紙と呼ぶ。
【００２８】
　操作ユニット１１５は、ユーザーが種々の操作を行ったり、ユーザーに種々の情報を通
知したりするためのユニットである。例えば、ユーザーに指定された画像が記録されたシ
ートはどこのトレーに積載されているか、あるいは当該画像が記録中か記録終了かなど、
オーダー毎の記録状況の確認が可能である。また、インク残量や、シートの残量等、装置
の各種状態の確認、ヘッドクリーニング等の装置メンテナンスの実施の指示を行うために
ユーザーが操作／確認可能である。
【００２９】
　図２は、本実施形態に係る、図１で示したインクジェット記録装置２００における制御
に関わる構成を説明するためのブロック図である。ＣＰＵ２０１、ＲＯＭ２０２、ＲＡＭ
２０３、画像処理部２０７、エンジン制御部２０８、スキャナ制御部２０９が主に制御ユ
ニット１０８に含まれる。そして、制御ユニット１０８にＨＤＤ２０４、操作部２０６、
外部Ｉ／Ｆ２０５などがシステムバス２１０を介して接続される。
【００３０】
　ＣＰＵ２０１は、マイクロプロセッサ（マイクロコンピュータ）形態の中央演算処理部
であり、図１の制御ユニット１０８に含まれる。ＣＰＵ２０１は、プログラムの実行やハ
ードウェアの起動によりインクジェット記録装置２００全体の動作を制御する。ＲＯＭ２
０２は、ＣＰＵ２０１が実行するためのプログラムやインクジェット記録装置２００の各
種動作に必要な固定データを格納する。ＲＡＭ２０３は、ＣＰＵ２０１がワークエリアと
して用いられたり、種々の受信データの一時格納領域として用いられたり、各種設定デー
タを記憶させたりする。ＨＤＤ２０４は、ＣＰＵ２０１が実行するためのプログラム、記
録データ、インクジェット記録装置２００の各種動作に必要な設定情報を、内蔵するハー
ドディスクに記憶させたり、読み出したりすることが可能である。なお、ＨＤＤ２０４に
代えて、他の大容量記憶装置としてもよい。
【００３１】
　操作部２０６は、ユーザーが種々の操作を行うためのハードキーやタッチパネル、また
ユーザーに種々の情報を提示（通知）するための表示部を含み、図１の操作ユニット１１
５に対応するものである。またユーザーへの情報の提示は音声発生器からの音響情報に基
づく音響（ブザー、音声等）を出力することによっても行うこともできる。
【００３２】
　画像処理部２０７は、インクジェット記録装置２００で扱う記録データ（例えば、ペー
ジ記述言語で表されたデータ）の画像データ（ビットマップ画像）への展開（変換）や画
像処理を行う。入力された記録データに含まれる画像データの色空間（たとえばＹＣｂＣ
ｒ）を、標準的なＲＧＢ色空間（たとえばｓＲＧＢ）に変換する。また、画像データに対
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し、有効な（インクジェット記録装置２００が記録処理可能な）画素数への解像度変換、
画像解析、画像補正等、様々な画像処理が必要に応じて施される。これらの画像処理によ
って得られた画像データは、ＲＡＭ２０３または、ＨＤＤ２０４に格納される。
【００３３】
　エンジン制御部２０８は、ＣＰＵ２０１等から受信した制御コマンドに応じて、記録デ
ータに基づく画像をシート上に記録する処理の制御を行う。また、エンジン制御部２０８
は、各色の記録ヘッド１０６へのインク吐出指示や、記録媒体上でのドット位置（インク
の着弾位置）を調整するための吐出タイミング設定、ヘッド駆動状態取得に基づく調整等
を行う。さらにエンジン制御部２０８は、記録データに応じて記録ヘッドの駆動制御を行
い、記録ヘッドからインクを吐出させシート上に画像を形成させる。また、エンジン制御
部２０８は、給紙ローラの駆動指示、搬送ローラの駆動指示、搬送ローラの回転状況取得
等を行う等、搬送ローラの制御を行うと共に、シートを適切な速度及び経路で搬送させ、
また、その搬送を停止させる。
【００３４】
　スキャナ制御部２０９は、ＣＰＵ２０１等から受信した制御コマンドに応じて、イメー
ジセンサーの制御を行い、シート上の画像を読取り、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）および青（Ｂ）
色のアナログ輝度データを取得し、デジタルデータに変換する。イメージセンサーとして
は、ＣＣＤイメージセンサーやＣＭＯＳイメージセンサー等を採用可能である。また、イ
メージセンサーはリニアイメージセンサーとしてもエリアイメージセンサーとしてもよい
。また、スキャナ制御部２０９は、イメージセンサーの駆動指示、該駆動に基づくイメー
ジセンサーの状況取得を行う。そして、イメージセンサーから取得した輝度データが解析
され、記録ヘッド１０６からのインクの吐出の良好でない状態にある吐出口やシートの切
断位置の検出等が行われる。スキャナ制御部２０９で画像が正しく記録されていると判定
されたシートは、シート上のインクの乾燥処理が施された後に、指定された仕分けユニッ
トのトレーに排紙される。
【００３５】
　ホスト装置２１１は、上述した外部装置に対応し、本実施形態のインクジェット記録装
置２００の外部に接続され、インクジェット記録装置２００に記録を行わせるための画像
データ（記録データ）の供給源となる装置である。ホスト装置２１１は、種々の記録ジョ
ブのオーダーを発行してインクジェット記録装置２００に送信する。ホスト装置２１１と
しては、汎用のパーソナルコンピュータ（ＰＣ）によって実現されてもよいし、他のタイ
プのデータ供給装置としてであってもよい。他のタイプのデータ供給装置としては、画像
をキャプチャーして画像データを生成する画像キャプチャー装置がある。画像キャプチャ
ー装置は、原稿上の画像を読取って画像データを生成するリーダ（スキャナ）、ネガフィ
ルムやポジフィルムを読取って画像データを生成するフィルムスキャナなどである。また
、画像キャプチャー装置の他の例として静止画を撮影してデジタル画像データを生成する
デジタルカメラ、動画を撮影して動画像データを生成するデジタルビデオもある。その他
、ネットワーク上にフォトストレージを設置したり、着脱可能な可搬性メモリを挿入する
ソケットを設けたりし、フォトストレージや可搬性メモリに格納された画像ファイルを読
み出して画像データに生成して記録するものとしてもよい。また、汎用的なＰＣに代え、
本実施形態のインクジェット記録装置専用の端末とするなど、種々のデータ供給装置とし
てもよい。これらのデータ供給装置はインクジェット記録装置の構成要素としてもよいし
、インクジェット記録装置の外部に接続した別の装置としてもよい。また、ホスト装置２
１１をＰＣとした場合、ＰＣの記憶装置に、ＯＳ、画像データを生成するアプリケーショ
ンソフトウェア、インクジェット記録装置２００用のプリンタドライバがインストールさ
れる。プリンタドライバは、本実施形態のインクジェット記録装置２００を制御したり、
アプリケーションソフトウェアから供給された画像データをインクジェット記録装置２０
０が扱える形式に変換して記録データを生成したりする。また、記録データから画像デー
タへの変換をホスト装置２１１側で行ってからインクジェット記録装置２００に供給する
ようにしてもよい。なお、以上の処理の全てをソフトウェアで実現することは必須ではな
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く、一部または全部をハードウェアによって実現するようにしてもよい。ホスト装置２１
１から供給される画像データやその他のコマンド、更にステータス信号等は、外部Ｉ／Ｆ
２０５を介してインクジェット記録装置２００と送受信可能である。外部Ｉ／Ｆ２０５は
ローカルＩ／ＦであってもネットワークＩ／Ｆであってもよい。また、外部Ｉ／Ｆ２０５
は、有線による接続であっても無線による接続であっても構わない。
【００３６】
　インクジェット記録装置２００内の上記した各構成はシステムバス２１０を介して接続
され、互いに通信可能である。
【００３７】
　なお、以上の例では、１つのＣＰＵ２０１が図２に示したインクジェット記録装置２０
０内の全ての構成要素を制御するものとしたが、この構成以外としてもよい。即ち、各機
能ブロックのいくつかが別途ＣＰＵを備え、それぞれのＣＰＵによって個別に制御するも
のとしてもよい。また、各機能ブロックは図２に示した構成以外の分担のさせ方により個
別の処理部または制御部として適宜分割したり、いくつかを統合したりするなど、種々の
形態を採用可能である。また、メモリからのデータの読み出しにはＤＭＡＣ（Ｄｉｒｅｃ
ｔ Ｍｅｍｏｒｙ Ａｃｃｅｓｓ Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）も用いることもできる。
【００３８】
　なお、本実施形態のインクジェット記録装置２００は、ホスト装置２１１から供給され
る画像データに基づいて、縁有り記録によって記録を行う縁有り記録モードまたは縁無し
記録によって記録を行う縁無し記録モードから記録を行う際の記録モードを設定できる。
このとき、本実施形態では、ＣＰＵ２０１は、縁有り記録モードまたは縁無し記録モード
から記録モードを設定する記録モード設定手段として機能する。
【００３９】
　図３は、本実施形態に係る記録媒体と記録ヘッドユニット、スキャナ部の位置と、テス
トパターンの記録位置と、吐出の良好でない状態にある吐出口の有無についての検出処理
を説明するための図である。図３には、記録媒体３０４にロール紙を用いて、記録媒体３
０４に吐出の良好でない状態にある吐出口の有無についての検出処理のためのテストパタ
ーン３０５を記録する例について示されている。記録領域３０６は、ユーザーからの記録
指示により実際に記録される記録画像の領域である。
【００４０】
　矢印３０７は、記録媒体３０４が搬送される方向を示している。矢印３０７の方向を記
録媒体の搬送方向とする。
【００４１】
　矢印３０８は、記録ヘッドの吐出口の配列方向を示している。矢印３０８の方向をヘッ
ド主走査方向とする。
【００４２】
　記録ヘッドユニット３００は、複数の記録ヘッドを備える。本実施形態では、記録ヘッ
ドユニット３００は、７つの記録ヘッドで構成する。各記録ヘッドは、記録媒体の搬送方
向下流から、Ｋ（ブラック）、Ｍ（マゼンタ）、Ｃ（シアン）、Ｙ（イエロー）、Ｇ（グ
レー）、ＬＭ（ライトマゼンタ）、ＬＣ（ライトシアン）の７色に対応している。
【００４３】
　主走査移動方向３０１、３０２は、記録ヘッドユニット３００が主走査する際の移動方
向を示すものである。図３（ａ）は、使用吐出口領域３０９が記録ヘッドユニット３００
のほぼ中央部である場合の、記録媒体及び記録ヘッドユニット３００の平面図である。図
３（ｂ）は、記録ヘッドユニット３００が、図３（ａ）の状態よりも、記録ヘッドユニッ
ト３００の主走査方向の主走査移動方向３０１へ移動したときの記録媒体及び記録ヘッド
ユニット３００の平面図である。図３（ｃ）は、図３（ａ）の状態よりも、主走査移動方
向３０２へ移動したときの記録媒体及び記録ヘッドユニット３００の平面図である。記録
ヘッドユニットが使用されていく過程で記録ヘッドユニットが主走査移動方向３０１、３
０２へ移動することで、記録ヘッドユニットにおける一部の吐出口のみの使用頻度が高く
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なることが抑えられる。記録ヘッドユニットにおける広範囲の吐出口が分散して使用され
るように記録動作が行われるので、記録ヘッドユニットの耐久性が向上する。また、記録
ヘッドユニット３００を主走査移動３０１、３０２に移動させることで、特定の吐出口へ
の使用量の偏りを抑えることができる。従って、吐出口ごとの使用の偏りによる記録画像
での濃度段差の発生を低減させることができ、このことによる記録画像への影響を軽減さ
せることができる。テストパターンが記録され、そのテストパターンを記録した吐出口に
ついての吐出状態の検出処理が行われた後については、その記録ヘッド位置での記録が終
了するまで記録ヘッドの主走査方向への移動は行われない。主走査方向への移動が行われ
たときには、その都度、テストパターンの記録が行われ、記録ヘッドの位置ごとに、テス
トパターンを記録した吐出口についての吐出状態の検出処理が行われる。
【００４４】
　スキャナ部３０３は、記録ヘッドユニット３００に対して、記録媒体の搬送方向の下流
側に配置される。スキャナ部３０３は、記録ヘッドユニット３００におけるインク吐出の
良好でない吐出口の有無について検出処理を行うために、記録媒体３０４に記録されたテ
ストパターン３０５を読み取る。
【００４５】
　次に、吐出の良好でない状態にある吐出口についての有無の検出について説明する。吐
出の良好でない状態にある吐出口についての有無の検出は、記録領域３０６同士の間に記
録したテストパターン３０５がスキャナ部３０３によって読取られ、その読取画像が解析
されることで行われる。これにより、インクジェット記録装置は、記録ヘッドにおけるイ
ンクの吐出が行われない吐出口や着弾位置の精度の低い吐出口といった吐出が良好でない
状態の吐出口の有無を判断する。本実施形態では、記録ヘッドに吐出が良好でない状態に
ある吐出口があると判断された場合には、記録動作が停止されずに、他の吐出口による代
用打滴、すなわち補完のための記録が行われる。なお、吐出が良好でない状態にある吐出
口があると判断された場合に、記録動作を停止し、記録ヘッドの回復制御が行われること
としても良い。
【００４６】
　このときに記録媒体に記録されるテストパターンについては、そのときに設定されてい
る記録モードに対応したテストパターンが記録される。インクジェット記録装置において
、縁有り記録を行う縁有り記録モードが設定されている場合には、記録媒体上に縁有り記
録が行われる範囲内でテストパターンが形成される。インクジェット記録装置において、
縁無し記録を行う縁無し記録モードが設定されている場合には、記録媒体上に縁無し記録
が行われる範囲内でテストパターンが形成される。このように、予め設定されている記録
モードに応じてテストパターンが形成される。すなわち、本実施形態では、インクジェッ
ト記録装置２００は、設定された記録モードに応じて、縁有りテストパターンまたは縁無
しテストパターンとから記録媒体に記録するテストパターンを選択するテストパターン選
択手段を有している。本実施形態では、ＣＰＵ２０１が、縁有りテストパターンまたは縁
無しテストパターンとから記録媒体に記録するテストパターンを選択するテストパターン
選択手段として機能している。
【００４７】
　ここで、インク吐出が良好でない状態にある吐出口が検出された場合に、そのインク吐
出が良好でない状態にある吐出口への補完のための記録について説明する。記録ヘッドに
、吐出が良好でない状態にある吐出口が存在すると、そこでインクが正常に吐出されない
ためにその部分について記録されるべき領域に記録が行われず、記録画像として空白部分
が生じてしまう。これにより、記録媒体上の記録画像に、搬送方向への白スジが発生し、
これによって記録画像の画像品位が低下してしまう。吐出不良状態にある吐出口への補完
では、吐出が良好でない状態にある吐出口で吐出されるべきインクが、近接する別の吐出
口によって代用されることでインク吐出が行われる。これにより、記録画像における白ス
ジによる記録画像の品質の低下が軽減される。本実施形態では、記録ヘッドは、２列の吐
出口列を備える構成である。従って、本実施形態では、吐出不良状態にある吐出口への補
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完のための記録においては、配列方向に吐出が良好でない状態にある吐出口と同位置であ
って、もう一方の吐出口列の吐出口によってインク吐出が代用される。なお、記録ヘッド
に２列より多くの吐出口列を備える場合や、同色の記録ヘッドを複数備える構成の場合、
補完のための記録は、３つ以上の複数の吐出口列によって代用が行われても良いし、別の
記録ヘッドの吐出口によって代用されても良い。また、白スジによる記録画像への影響を
軽減するために、別色の吐出口による代用打滴や、複数色の吐出口による代用打滴が行わ
れても良い。
【００４８】
　図４は、本実施形態に係るテストパターンの記録方法を説明するための説明図である。
テストパターン４０１は、記録ヘッドユニット４００によって記録媒体上に記録された、
記録ヘッドユニット４００において吐出の良好でない状態にある吐出口の検出を行うため
のテストパターンである。図中の矢印は記録媒体の搬送方向を示す。
【００４９】
　テストパターン４０２は、テストパターン４０１の一部を拡大したものある。各テスト
パターン４０３から４０９は、各記録ヘッドに対応する吐出の良好でない状態にある吐出
口を検出するためのテストパターンである。テストパターン４０３から４０９はそれぞれ
、Ｋ（ブラック）、Ｍ（マゼンタ）、Ｃ（シアン）、Ｙ（イエロー）、Ｇ（グレー）、Ｌ
Ｍ（ライトマゼンタ）、ＬＣ（ライトシアン）の各色のインクを吐出する記録ヘッドに対
応するテストパターンである。各テストパターン４０３から４０９は、対応する記録ヘッ
ドから同じ形状のパターンを記録している。テストパターン４０３にのみ、後述するヘッ
ド位置基準検知マーク４１１が記録されている。検知マーク４１０は、テストパターン内
の領域で、インクが打たれずに記録媒体の色そのものによって形成された白抜きによって
形成されている。検知マーク４１０は、それぞれの色のテストパターンに対応する記録ヘ
ッドによって矩形状に形成され、記録ヘッドの主走査方向に等間隔に記録されている。検
知マーク４１０は、吐出の良好でない状態にある吐出口の解析の際に、記録ヘッドの吐出
口とテストパターンを形成するそれぞれの画素との間の相対的な位置関係を認識するため
のパターンである。後述するように、予め設定されているテストパターンの画像と、実際
のテストパターンの画像とが比較されて、記録ヘッドにおける吐出口と記録媒体との間の
相対的な位置関係を認識することができる。また、テストパターンからインク吐出状態の
良好でない吐出口が検出された際に、ヘッド位置基準検知マーク４１１からの位置を検出
することで、その吐出口の記録ヘッドにおける位置を認識することができる。ヘッド位置
基準検知マーク４１１は、白抜きによって形成された領域に、白抜き領域の周囲の色とは
別の色の記録ヘッドの打滴によってベタ記録しているパターンである。ヘッド位置基準検
知マーク４１１は、検知マーク４１０と同様に矩形状のパターンである。テストパターン
４０１におけるヘッド位置基準検知マーク４１１の配置については、後述する図１１でよ
り詳細に説明する。
【００５０】
　テストパターン４１２は、テストパターン４０２の一部を拡大したものである。記録ヘ
ッドユニット４１３は、記録ヘッドユニット４００の記録ヘッドの一部を拡大したもので
ある。記録ヘッド４１４は、Ｋ（ブラック）の記録ヘッドである。４１５は、Ｙ（イエロ
ー）の記録ヘッドである。各記録ヘッドは、吐出口列４１６と吐出口列４１７で示すよう
に、２列の吐出口列を備える。図では、各吐出口列を構成する各吐出口を円形状で示す。
テストパターン４１２は、記録ヘッドユニット４１３に示す記録ヘッドの吐出口で打滴し
記録した例を示す。テストパターン４１２のＫ（ブラック）のテストパターンの記録方法
について説明する。各パターン領域４１８から４２１は、テストパターンを構成するパタ
ーン領域で、記録ヘッド４１４で記録する。
【００５１】
　このように、パターン領域４１８は、ヘッド位置基準検知マーク４１１と、検知マーク
４１０とによって、記録ヘッドにおける吐出口と、テストパターンを形成する画素のそれ
ぞれとの間の相対的な位置関係について認識するためのパターン領域である。パターン領
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域４１８の記録の際には、検知マークの記録の際に吐出の良好でない状態にある吐出口が
ある場合に、その吐出口からのインクによる影響を軽減させるため、吐出口列４１６と吐
出口列４１７の両方の吐出口が使用される。パターン領域４１８の記録の際に複数の吐出
口列が使用されてパターンが記録されるので、仮に吐出の良好でない状態にある吐出口が
ある場合でも、もう一方の吐出口列の吐出口からのインク吐出によってもインク滴が打滴
される。従って、吐出の良好でない状態にある吐出口があったとしても、その吐出口から
所定位置に記録されないことによって生じる白スジの記録画像への影響が軽減される。パ
ターン領域４１８は、記録ヘッドにおける吐出口と、テストパターンとの間の相対的な位
置関係について認識するためのパターン領域であるので、このパターン領域の内部には、
白スジは表れない方が良い。これにより、より明瞭に記録されたテストパターンによって
記録ヘッドにおける吐出口とテストパターンとの間の相対的な位置関係が確認されるので
、記録ヘッドとテストパターンとの間の位置精度が高く保たれる。
【００５２】
　本実施形態では、ヘッド位置基準検知マーク４１１は、Ｋ（ブラック）の白抜き領域４
２２の吐出口に、対応するＹ（イエロー）の記録ヘッドの吐出口でベタ記録する。ヘッド
位置基準検知マーク４１１の中心位置４２３に対応する吐出口位置が、ヘッド位置基準検
知マーク４１１に対応する吐出口位置になる。検知マーク４１０は、Ｋ（ブラック）の白
抜きで記録され、中心位置４２４に対応する吐出口位置が検知マーク４１０の基準に対応
する吐出口位置になる。検知マークを白抜きの矩形状で記録することで、後述する吐出の
良好でない状態にある吐出口を検出するパターン領域４１９に隣接する領域にはインクが
打滴される。これにより、テストパターンの読み取りの際に、記録画像のフレアの影響に
よるパターン領域４１９への紙白の白かぶりによる影響が軽減される。ヘッド位置基準検
知マークの検出方法については、後述する図１２の説明で詳細に述べる。
【００５３】
　また、パターン領域４１９、４２０は、吐出の良好でない状態にある吐出口が記録ヘッ
ド内にある場合に、その吐出口を検出するためのパターン領域である。パターン領域４１
９は、吐出口列４１６についての吐出の良好でない状態にある吐出口を検出するためのパ
ターン領域で、吐出口列４１６によりベタ記録される。パターン領域４２０は、吐出口列
４１７についての吐出の良好でない状態にある吐出口を検出するためのパターン領域で、
吐出口列４１７によりベタ記録される。パターン領域４２１は、テストパターン後端の領
域で、次のテストパターンとの余白である。この部分に余白が設けられるので、パターン
領域４２０に検知対象外の記録ヘッドからのインクが打滴されることが抑えられる。これ
により、記録媒体の搬送方向上流のテストパターンを形成する記録ヘッドの取付け位置ず
れや、インク吐出でタイミングずれがあった場合でも、インク吐出状態の検出を正確に行
うことができる。
【００５４】
　図５は、本実施形態に係る、吐出の良好でない状態にある吐出口の検知処理のためのテ
ストパターンの読み取りと解析処理の手順を説明するためのフローチャートである。ステ
ップＳ１０１では、スキャナ部で、記録媒体に記録されたテストパターンが読み取られる
。スキャナ部がテストパターンの読み取りを開始するタイミングとしては、パターン記録
開始タイミングから所定量の時間を待ち、その後に読み取りが開始されてもよい。また、
パターン記録終了タイミングから所定量記録媒体が搬送され、その後読み取りが開始され
てもよい。読み取りを終了するタイミングとしては、読取り開始から所定の副走査ライン
数の読取りが行われて、パターン記録が終了する。
【００５５】
　ステップＳ１０２では、スキャナ制御部は、ステップＳ１０１で読取った読取り画像か
らテストパターンを検出する。読取画像中にテストパターンが記録されているかを判断す
る。テストパターンの検出処理の詳細は、後述する図７の説明にて詳細に述べる。ステッ
プＳ１０３では、スキャナ制御部は、ステップＳ１０２の処理で読取画像から、テストパ
ターンを検出できたかを確認し、検出できなかった場合、テストパターン検出エラー処理
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を実施する。
【００５６】
　ステップＳ１０４では、スキャナ制御部は、ステップＳ１０２で検出したパターンの検
出位置に基づき、読取画像におけるテストパターンから１つの検知マークを検出する。検
知マークの検出処理の詳細は、後述する図７の説明にて詳細に述べる。ステップＳ１０５
では、スキャナ制御部は、ステップＳ１０４の処理で１つの検知マークを検出できたかを
確認し、検出できなかった場合、テストパターン検出エラー処理を実施する。ステップＳ
１０６では、スキャナ制御部は、ステップＳ１０４の処理で検出位置に基づき、テストパ
ターン中の検知マークをすべて検出する。すべての検知マークの検出処理の詳細は、後述
する図８の説明にて詳細に述べる。
【００５７】
　ステップＳ１０７では、スキャナ制御部は、テストパターンのヘッド主走査方向の両端
部を検出する。テストパターンの両端部の検出処理の詳細は、後述する図８、図９の説明
にて詳細に述べる。ステップＳ１０８では、スキャナ制御部は、ステップＳ１０７でパタ
ーン端部を検出できたかを確認し、検出できなかった場合、テストパターン検出エラー処
理を実施する。ステップＳ１０９では、スキャナ制御部は、テストパターンを解析し、吐
出の良好でない状態にある吐出口の領域を検出する。各テストパターンのパターン端部か
らもう一方の端部までについてテストパターンの解析を行うことで、吐出の良好でない状
態にある吐出口についての検出が行われる。吐出の良好でない状態にある吐出口の解析の
処理の詳細については、後述する図１０の説明にて詳細に述べる。ステップＳ１１０では
、スキャナ制御部は、ステップＳ１０９でテストパターンの両端部の間の領域において、
吐出の良好でない状態にある吐出口の領域を検出したかどうかが確認される。吐出の良好
でない状態にある吐出口の領域があった場合には、そこで吐出の良好でない状態にある吐
出口があるとの判定処理が行われる。吐出の良好でない状態にある吐出口が無かった場合
には、そこで吐出の良好でない状態にある吐出口が無いとの判定処理が行われる。
【００５８】
　ステップＳ１１１では、スキャナ制御部は、テストパターンの解析結果から、吐出の良
好でない状態にある吐出口があるとの判定があった場合の処理を行う。ここでは、記録制
御部に吐出の良好でない状態にある吐出口があることを通知し、記録動作を停止し、後述
する吐出の良好でない状態にある吐出口についての補完処理が実施される。なお、吐出の
良好でない状態にある吐出口があるとの判定があった場合には、記録ヘッドユニットの回
復動作が行われることとしても良い。ステップＳ１１２では、スキャナ制御部は、テスト
パターンの解析結果から、吐出の良好でない状態にある吐出口が無いとの判定があった場
合の処理を行う。ここでは、記録制御部に吐出の良好でない状態にある吐出口がないこと
を通知し、記録動作を続けさせる。ステップＳ１１３では、スキャナ制御部は、テストパ
ターンの解析結果から読み取った読取画像からテストパターンを検出できなかった場合や
、検知マークの検出に失敗した場合の処理を行う。ここでは、記録制御部に対して、テス
トパターンの記録の際にエラーが生じたことを通知し、記録動作を停止する。
【００５９】
　図６は、本実施形態に係る、吐出の良好でない状態にある吐出口についての補完処理の
手順を説明するためのフローチャートである。ステップＳ２０１では、スキャナ制御部は
、吐出の良好でない状態にある吐出口の有無についての検出処理の結果から、吐出の良好
でない状態にある吐出口があるとの判定であったか、吐出の良好でない状態にある吐出口
が無いとの判定であったかが確認される。吐出の良好でない状態にある吐出口が存在する
場合には、その吐出口についての補完処理が行われる。吐出の良好でない状態にある吐出
口が存在しない場合には、補完処理を終了する。
【００６０】
　ステップＳ２０２では、スキャナ制御部は、複数の検知マークからヘッド位置基準検知
マークを検出する。ヘッド位置基準検知マークを検出する処理は、後述する図１２で詳細
に説明する。ステップＳ２０３では、スキャナ制御部は、吐出の良好でない状態にある吐



(18) JP 5814552 B2 2015.11.17

10

20

30

40

50

出口の有無についての検出処理で、吐出の良好でない状態にある吐出口が有るとの判定を
した領域をすべて選択する。そして、選択された領域において、吐出の良好でない状態に
ある吐出口についての補完処理を行ったかどうかが判定される。すべて吐出の良好でない
状態にある吐出口についての補完処理を行っていた場合は、処理を終了する。ステップＳ
２０４では、スキャナ制御部は、吐出の良好でない状態にある吐出口についての有無の監
視の処理で吐出の良好でない状態にある吐出口が有ると判定した領域のうち、吐出の良好
でない状態にある吐出口についての補完処理を行っていない領域を選択する。ステップＳ
２０５では、スキャナ制御部は、選択した吐出の良好でない状態にある吐出口の領域に近
接する検知マークを検出する。
【００６１】
　ステップＳ２０６では、スキャナ制御部は、ヘッド位置基準検知マークの位置に基づき
、近接する検知マークに対応する記録ヘッドにおける吐出口位置を判断する。ステップＳ
２０７では、スキャナ制御部は、近接する検知マークに対応する吐出口位置に基づき、吐
出の良好でない状態にある吐出口の位置を検出する。ステップＳ２０８では、吐出の良好
でない状態にある吐出口を含む所定量の吐出口の領域について補完処理を行う。
【００６２】
　ステップＳ２０５、Ｓ２０６、Ｓ２０７、Ｓ２０８におけるインク吐出の良好でない状
態にある吐出口の補完処理については、後述する図１３の説明にて詳細に述べる。
【００６３】
　図７は、本実施形態に係る吐出の良好でない状態にある吐出口の有無についての検出処
理において、読み取った画像からテストパターンを検出する処理と、検出したテストパタ
ーンから１つの検知マークを検出する処理を説明するための図である。
【００６４】
　読取画像７００は、スキャナ部で、記録媒体に記録したテストパターンを読み取った画
像を示す。読取画像７００は、カラー画像でＲＧＢ各チャンネル１６ビットの画像である
。記録媒体外領域７０２は、記録媒体の外側を読取った画像領域で、スキャナの読取位置
に対向する部材を読み取った結果である。本実施形態では、センサに対向する位置に、ス
キャナのキャリブレーションに使用するキャリブレーションローラが配置されている。キ
ャリブレーションローラは、スキャナの読取位置に対向する領域が、黒い部材によって形
成されている。従って、スキャナによる記録画像の読み取りの際には、キャリブレーショ
ンローラの位置する記録媒体外領域７０２は、記録媒体の紙白の部分に比べ輝度の低い領
域になる。
【００６５】
　キャリブレーションローラは、スキャナの白基準を取得するためのローラで、ローラ面
の一部の領域が白基準領域で、それ以外の領域はローラ部材である。本実施形態では、ロ
ーラ部材は黒い樹脂によって形成されており、スキャナ部で記録画像と一緒にその部分を
読み取ると、その部分の輝度値は記録媒体の紙白部分に比べ低くなる。なお、キャリブレ
ーションローラの白基準領域以外のローラ部材は、黒い樹脂以外のものでもよく、ローラ
全面を白基準領域としてもよい。ローラ全面を白基準領域とする場合には、記録される面
の記録画像以外の部分（紙白領域）が黒に近い色である記録媒体が用いられることが好ま
しい。
【００６６】
　テストパターン検出領域７０３は、読取画像７００からテストパターン７０１を検出す
る処理における、探索領域である。
【００６７】
　テストパターン７０１を検出する処理について説明する。テストパターン領域７０４は
、テストパターン検出領域７０３の一部を拡大した図である。テストパターンの検出の判
定は、所定領域の平均濃度の閾値判定で行う。各判定領域７０５から７０８は、それぞれ
紙白、Ｋ（ブラック）、Ｍ（マゼンタ）、Ｃ（シアン）の領域を検出する領域である。各
領域の大きさは、各テストパターンの大きさ以下の所定の大きさで、各領域間の距離は、
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各テストパターン間の距離に対応している。
【００６８】
　判定領域７０５は、紙白領域の判定を行う領域である。紙白領域の判定方法としては、
領域内のＲチャンネルの平均輝度が所定の閾値以上であってＧチャンネルの平均輝度が所
定の閾値以上であって、Ｂチャンネルの平均輝度が所定の閾値以上であるときに、検知領
域が紙白領域であることが判定される。
【００６９】
　判定領域７０６は、Ｋ（ブラック）領域の判定が行われる領域である。Ｋ（ブラック）
領域の判定方法としては、領域内のＲチャンネルの平均輝度が所定の閾値以下であって、
Ｇチャンネルの平均輝度が所定の閾値以下であって、Ｂチャンネルの平均輝度が所定の閾
値以下であるときに、検知領域がＫ領域であると判定する。
【００７０】
　判定領域７０７は、Ｍ（マゼンタ）領域の判定を行う領域である。Ｍ（マゼンタ）領域
の判定方法としては、領域内のＲチャンネルの平均輝度が所定の閾値より高く、Ｇチャン
ネルの平均輝度が所定の閾値以下で、Ｂチャンネルの平均輝度が所定の閾値より高いとき
に、検知領域がＭ領域であると判定する。
【００７１】
　判定領域７０８は、Ｃ（シアン）領域の判定を行う領域である。Ｃ（シアン）領域の判
定方法としては、領域内のＲチャンネルの平均輝度が所定の閾値以下で、Ｇチャンネルの
平均輝度が所定の閾値より高く、Ｂチャンネルの平均輝度が所定の閾値より高いときに検
知領域がＣ領域であると判定する。
【００７２】
　各判定領域７０５から７０８について、Ｋ、Ｍ、Ｃ領域のそれぞれであると判定された
場合には、テストパターンが検出されたと判定される。一方、そのうちの１つ以上の領域
について、Ｋ、Ｍ、Ｃ領域のそれぞれの領域でないと判定された場合には、テストパター
ンは検出されていないと判定される。
【００７３】
　次に、テストパターンから１つの検知マークを検出する処理について説明する。検知マ
ークの検出では、テストパターンの検出した位置に基づく所定領域を検知マークの探索領
域画像とし、あらかじめ保持している検知マークの画像をテンプレート画像として、画像
相互相関処理により行う。本実施形態では、画像相互相関処理としてＳＳＤ（Ｓｕｍ　ｏ
ｆ　Ｓｑｕａｒｅｄ　ｉｎｔｅｎｓｉｔｙ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ）を用いて、探索領域
とテンプレート画像の相違度が計算されて検出される方法を用いる。なお、画像相互相関
処理として、ＳＡＤ（Ｓｕｍ　ｏｆ　Ａｂｓｏｌｕｔｅ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ）や、Ｎ
ＣＣ（Ｎｏｒｍａｌｉｚｅｄ　Ｃｒｏｓｓ－Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）など他の計算方法
を用いてもよい。図７、図８では、便宜上、検知対象または検知処理を終えた検知マーク
について、十字のマークを付している。
【００７４】
　画像相互相関処理は、読取画像のＲＧＢチャンネルのいずれか１つのチャンネル情報を
用いて行う。処理において使用されるチャンネルは、各テストパターンの読取画像におけ
る色の輝度が最も低くなるチャンネルとすればよい。例えば、Ｃ（シアン）であれば、読
取画像においてＲチャンネルの輝度が最も低くなるため、Ｒチャンネルを処理すればよい
。
【００７５】
　検知マークの探索領域画像７０９は、上述したテストパターンを検出した位置に基づい
て、検知マークを含むことが保障できる領域で、ＳＳＤの探索領域画像である。検知マー
クのテンプレート画像７１０は、あらかじめ保持している検知マークの画像で、ＳＳＤの
テンプレート画像である。矢印７１２は、検知マークの探索領域画像７０９と検知マーク
のテンプレート画像７１０との画像相互相関処理において、テンプレート画像を走査させ
てＳＳＤを計算する処理の行われる方向を図示したものである。ＳＳＤの結果、相違度が
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最小の位置において、その相違度が所定値以下であれば検知対象の検知マークが検知マー
ク位置にあると判定し、相違度が所定値より大きい場合は検知対象の検知マークは検知マ
ーク位置にはないと判定する。このように、予め設定されているテンプレート画像と、読
み取られたテストパターンの画像とが比較されて、記録ヘッドとテストパターンとの間の
相対的な位置関係の確認が行われる。
【００７６】
　図８は、本実施形態に係る、吐出の良好でない状態にある吐出口についての有無の検出
処理において、縁無し記録のテストパターンの全ての検知マークを検出する処理と、テス
トパターンの両端部を検出する処理を説明するための図である。
【００７７】
　読取画像８００は、スキャナ部で、テストパターン領域を読み取った読取画像を示す。
読取画像８００は、カラー画像でＲＧＢ各チャンネル１６ビットの画像である。記録媒体
外領域８０２は、記録媒体の外側を読取った画像領域で、スキャナの読取位置に対向する
部材を読み取った結果である。本実施形態では、センサに対向する部材は、スキャナのキ
ャリブレーションに使用するキャリブレーションローラである。読み取り時、読取位置に
対向するキャリブレーションローラの領域は黒い部材の領域のため、記録媒体外領域８０
２は、輝度の低い領域になる。テストパターン領域８０３は、検知マークを検出した領域
周囲を拡大した図である。テストパターン領域８０４は、テストパターン左端領域を拡大
した図である。テストパターン領域８０５は、テストパターン右端領域を拡大した図であ
る。検知マーク検出位置８０６は、先述した一つの検知マークを検出する処理で、検出し
た検知マーク位置を示す。
【００７８】
　すべての検知マークを検出する処理について説明する。矢印８０７は、隣接する検出済
みの白抜きの検知マーク位置に基づき、それに続く検知マークを検出する処理を示したも
のである。検知マークを検出する処理は、検知済みの検知マーク位置に基づき、検出対象
検知マーク位置の所定領域を検知マークの探索領域画像とし、あらかじめ保持している検
知マークの画像をテンプレート画像として、画像相互相関処理によって行われる。画像相
関処理の詳細は、図７の説明で述べた１つの検知マークを検出する処理と同様である。Ｓ
ＳＤの結果、相違度が最小の位置において、その相違度が所定値以下であれば検知対象の
検知マークは検知マーク位置にあると判定し、相違度が所定値より大きい場合は検知対象
の検知マークは検知マーク位置にはないと判定する。検知マークの検出では、本実施形態
においては検知マーク検出位置８０６から、図８に示すテストパターン左方向に検出処理
を繰り返す。ＳＳＤの結果、相違度が所定値より大きく検知マーク位置ではないと判定し
た場合、順次行われている検知マークの検出処理を終了する。次に、検知マーク検出位置
８０６から、テストパターンの右方向へ順次検知マークの検出処理を繰り返す。ＳＳＤの
結果、相違度が所定値より大きく検知マーク位置ではないと判定した場合、順次行われて
いる検知マークの検出処理を終了する。次に、検知マーク検出位置８０６から、下方のテ
ストパターン検知マークの検出を行い、同様に左方向の検知マークの検出、右方向の検知
マークの検出を繰り返す。
【００７９】
　次に、パターン両端部を検出する処理について説明する。パターン両端部の検出は、後
述する吐出の良好でない状態にある吐出口の解析処理において、記録されたテストパター
ンについて解析する際に、解析する範囲を決めるために行われる。まず、インクジェット
記録装置が、縁無し記録によって記録が行われる縁無し記録モードに設定されている場合
について説明する。パターン両端部の検出では、テストパターンの記録が記録媒体に縁無
し記録によって行われているため、記録媒体の端部を検出すればよい。パターン左端部の
検出について説明する。テストパターン８０４の矢印８０８は、検出した左端の検知マー
クの位置からパターン左端部の検出領域を判断する処理を示す。パターン左端部の検出領
域は、記録媒体外領域８０２と記録媒体の紙白領域を含む領域である。グラフ８０９は、
パターン左端部の検出領域の輝度値を記録媒体の搬送方向に加算平均した平均輝度値を図
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示したものである。Ｙ軸８１１は輝度を示し、Ｘ軸８１２は、平均画素位置を示す。平均
画素間隔８１３は、スキャナの読取りの１画素の間隔に対応する。輝度閾値８１４は、パ
ターン端部を判定する際に用いられる閾値である。パターン端部の判定は、平均輝度と閾
値とが交差する近傍の平均画素位置で判定する。グラフ８０９では、パターン端部画素位
置８１５をパターン左端部として検出する。
【００８０】
　パターン右端部の検出は、パターン左端部と同様に行われる。グラフ８１０では、パタ
ーン端部画素位置８１６をパターン右端部として検出する。
【００８１】
　このように、インクジェット記録装置２００は、縁無し記録モードで記録を行う際に使
用される吐出口からのインクの吐出によって記録される縁無しテストパターンの両端部の
位置を検出する縁無しテストパターン端部検出手段を有している。本実施形態では、ＣＰ
Ｕ２０１が、縁無しテストパターン端部検出手段として機能する。そして、本実施形態で
は、縁無しテストパターンの形成された領域で、吐出口列の配列方向に沿って、それぞれ
の位置での輝度値が検出される。そして、そこで検出された輝度値が予め設定されている
輝度値についての閾値を下回った部分が、縁無しテストパターン外部の領域として認識さ
れる。これにより、縁無しテストパターン外部の領域について位置が特定され、縁無しテ
ストパターンの端部の位置が検出される。
【００８２】
　次に、インクジェット記録装置が、縁有り記録によって記録が行われる縁有り記録モー
ドに設定されている場合について説明する。図９は、本実施形態に係る、吐出の良好でな
い状態にある吐出口についての有無の判断処理において、縁有り記録のテストパターンに
ついてのパターン端部位置の検出処理を説明するための図である。図８の説明では、縁無
し記録のテストパターンの処理について述べたが、ここでは記録範囲の幅より記録媒体の
幅が大きい場合の縁有り記録のテストパターンの処理について説明する。
【００８３】
　図９の読取画像９００に、スキャナ部によって読み取られたテストパターン領域につい
ての読取画像が示されている。読取画像９００は、カラー画像でＲＧＢ各チャンネル１６
ビットの画像である。記録媒体外領域９０２は、記録媒体の外側を読取った画像領域であ
る。本実施形態では、キャリブレーションローラは、センサに対向する位置に配置されて
いる。スキャナによる記録画像の読み取りの際には、キャリブレーションローラ上に記録
媒体が配置され、記録媒体の紙白部分とキャリブレーションローラとの間の輝度の差が明
瞭になる。スキャナによる記録画像の読み取りの際には、読取位置に対向するキャリブレ
ーションローラの領域が黒い部材によって形成されているため、記録媒体外領域９０２は
記録媒体の紙白部分に比べ輝度の低い領域になる。
【００８４】
　テストパターン領域９０３は、検知マークを検出する領域周囲を拡大した図である。テ
ストパターン領域９０４は、テストパターン左端領域を拡大した図である。テストパター
ン領域９０５は、テストパターン右端領域を拡大した図である。
【００８５】
　検知マークの検出は、図８で述べた方法と同様に検出することができる。
【００８６】
　なお、本実施形態では、図９に示されるテストパターンの最も右側に形成されている白
抜きの検知マークについては、記録ヘッドとテストパターンとの間の相対的な位置関係の
確認には用いられていない。これは、テストパターンの端部付近では、テンプレート画像
と読み取られたテストパターンの画像との比較の際に、テストパターン外側における記録
媒体の紙白部分からのノイズが含まれてしまうので、位置関係の確認の際の信頼性が低く
なるからである。また、テストパターンの端部に関しては、テストパターンの端部位置が
、テストパターンの部分と紙白の部分との間の輝度の差によってより正確な位置が検出さ
れるので、端部位置を直接用いた方が正確である。従って、テストパターンの端部に近い
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位置に形成されている白抜きの検知マークは、記録ヘッドとテストパターンとの間の相対
的な位置関係の確認の際に用いられなくても良い。
【００８７】
　次にパターン両端部を検出する処理を説明する。パターン両端部の検出は、後述する吐
出の良好でない状態にある吐出口についての解析処理で、記録されたテストパターンの全
域を解析するために、パターンにおける記録媒体の幅方向への両方の端部を検出する処理
である。ここでは、パターン両端部の検出は、テストパターンを記録媒体に縁有り記録を
しているため、テストパターンの端部を検出すればよい。
【００８８】
　テストパターンの検出における一例として、図におけるテストパターン左端部の検出に
ついて説明する。グラフ９０６は、パターン左端部の検出した左端の検知マーク位置に基
づき、パターン端部領域の輝度値を記録媒体の搬送方向に加算平均した平均輝度値を図示
したものである。Ｙ軸９０８は輝度を示し、Ｘ軸９０９は、平均画素位置を示す。平均画
素間隔９１０は、スキャナの読取りの際の画素同士の間隔に対応し、一つの間隔の長さで
ある。輝度閾値９１１は、パターン端部を判定するための閾値である。パターン端部の判
定は、平均輝度と閾値とが交差する近傍の平均画素位置で判定する。グラフ９０６では、
パターン端部画素位置９１２をパターン左端部として検出する。
【００８９】
　パターン右端部の検出については、パターン左端部の際の検出と同様に行われる。グラ
フ９０７では、パターン端部画素位置９１３をパターン右端部として検出する。
【００９０】
　このように、インクジェット記録装置２００は、縁有り記録モードで記録を行う際に使
用される吐出口からのインクの吐出によって記録される縁有りテストパターンの両端部の
位置を検出する縁有りテストパターン端部検出手段を有している。本実施形態では、ＣＰ
Ｕ２０１が、縁有りテストパターン端部検出手段として機能する。そして、本実施形態で
は、縁有りテストパターンの形成された領域で、吐出口列の配列方向に沿ってそれぞれの
位置での輝度値が検出される。そして、そこで検出された輝度値が、予め設定されている
輝度値についての閾値を超えた部分について、縁有りテストパターン外部の領域として認
識される。これにより、縁有りテストパターン外部の領域について位置が特定され、縁有
りテストパターンの端部の位置が検出される。
【００９１】
　図１０は、本実施形態に係る吐出の良好でない状態にある吐出口の有無についての検出
処理において、吐出の良好でない状態にある吐出口が存在する場合の、その吐出口の検出
処理について説明するための図である。テストパターン１０００は、Ｋ（ブラック）の記
録ヘッドのテストパターンである。記録ヘッド１００１は、Ｋ（ブラック）の記録ヘッド
の一部を拡大した図である。記録ヘッド１００１は、吐出口列１００２と吐出口列１００
３の２列の吐出口列で構成している。吐出口１００４は、正常にインクを吐出する吐出口
を示している。吐出口１００５は、吐出状態の良好でない吐出口を示している。吐出の良
好でない状態にある吐出口についての検出領域１００６は、吐出口列１００２についての
吐出の良好でない状態にある吐出口を検出するパターン領域である。
【００９２】
　図示されるように、吐出口列１００２には、吐出の良好でない状態にある吐出口１００
５があるため、記録したパターンには白スジが発生する。吐出の良好でない状態にある吐
出口の検出領域１００７は、吐出口列１００３における吐出の良好でない状態にある吐出
口を検出するためのパターン領域である。
【００９３】
　吐出の良好でない状態にある吐出口についての解析処理について説明する。
【００９４】
　インクジェット記録装置２００は、予め検出されているテストパターンにおける両端部
の間の領域に記録されているテストパターンから、テストパターンにおける画素を形成す
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るインクを吐出する吐出口について、インクの吐出状態の検出が行われる。縁無し記録モ
ードに設定されている場合には、予め検出された縁無しテストパターンの両端部の間の領
域に記録され、縁無しテストパターンにおける画素を形成するインクを吐出する吐出口に
ついて、インクの吐出状態の検出が行われる。このように、インクジェット記録装置２０
０は、縁無しテストパターンからインクの吐出状態の検出を行う縁無し記録吐出状態検出
手段を有している。本実施形態では、ＣＰＵ２０１が、縁無しテストパターンからインク
の吐出状態の検出を行う縁無し記録吐出状態検出手段として機能している。一方、縁有り
記録モードに設定されている場合には、予め検出された縁有りテストパターンの両端部の
間の領域に記録され、縁有りテストパターンにおける画素を形成するインクを吐出する吐
出口について、インクの吐出状態の検出が行われる。このように、インクジェット記録装
置２００は、縁有りテストパターンからインクの吐出状態の検出を行う縁有り記録吐出状
態検出手段を有している。本実施形態では、ＣＰＵ２０１が、縁有りテストパターンから
インクの吐出状態の検出を行う縁有り記録吐出状態検出手段として機能している。
【００９５】
　インクの吐出状態の検出が行われる際には、解析処理は、テストパターンが読み取られ
た読取画像から、吐出の良好でない状態にある吐出口の有無が解析される。本実施形態で
は、検出領域内でのテストパターンにおける輝度値に基づき、吐出の良好でない状態にあ
る吐出口の有無が解析される。インクジェット記録装置２００は、記録ヘッドの吐出口配
列の解像度よりもスキャナの読取解像度の方が、解像度が低い構成である。そのため、吐
出の良好でない状態にある吐出口の有無の判定では、１吐出口単位ではなく、複数の吐出
口を含む吐出口領域が特定され、その領域の複数の吐出口の単位についてインク吐出の良
好でない状態の吐出口の有無の判定が行われている。なお、本実施形態では記録ヘッドの
吐出口配列の解像度よりスキャナの読取解像度が低い構成としたが、吐出口配列の解像度
よりスキャナの読取解像度が高い構成が採用されても良い。また、後述する吐出の良好で
ない状態にある吐出口についての解析処理において、１吐出口単位で吐出口が特定されて
もよい。
【００９６】
　吐出の良好でない状態にある吐出口についての解析は、読取画像のＲＧＢチャンネルの
いずれか１つのチャンネル情報を用いて行う。解析するチャンネルは、各テストパターン
の読取画像における記録ヘッド色の輝度が最も低くなるチャンネルとすればよい。例えば
、Ｃ（シアン）であれば、読取画像においてＲチャンネルの輝度が最も低くなるため、Ｒ
チャンネルを解析すればよい。
【００９７】
　グラフ１０１０は、検出した検知マーク位置に基づいて、読取画像における吐出の良好
でない状態にある吐出口についての検出領域１００６の輝度値を、記録媒体の搬送方向に
加算平均した平均輝度値を図示したものである。Ｙ軸１０１１は輝度値を示し、Ｘ軸１０
１２は平均画素位置を示す。平均画素間隔１０１３は、スキャナの読取りの際の画素同士
の間隔に対応し、一つの間隔の長さである。輝度閾値１０１４は、平均輝度値に基づき吐
出の良好でない状態にある吐出口からのインク吐出による画素を判定するための閾値であ
る。グラフ１０１０では、画素１０１５を吐出の良好でない状態にある吐出口からのイン
クによる画素と判定している。本実施形態の検出処理では、吐出の良好でない状態にある
吐出口からのインクによる画素に対応する複数の吐出口を含む領域を、吐出の良好でない
状態にある吐出口の領域とする。
【００９８】
　図１１は、テストパターンにおいて、位置基準検知マークの配置の一例について説明す
るための図である。図１１には、記録媒体１１００にロール紙を用いて、記録媒体１１０
０に、吐出の良好でない状態にある吐出口の有無についての検出処理のためのテストパタ
ーン１１０６を記録する例が示されている。記録ヘッドユニット１１０１は、複数の記録
ヘッドを備える。記録ヘッドユニット１１０１は、図３で説明した記録ヘッドユニットと
同じである。



(24) JP 5814552 B2 2015.11.17

10

20

30

40

50

【００９９】
　記録ヘッドの主走査移動１１０２は、記録ヘッドユニット１１０１の主走査の際におけ
る移動方向を示すものである。ヘッド主走査移動１１０２の詳細については、図３で説明
したヘッド主走査移動と同じである。テストパターン領域１１０８は、記録媒体に記録さ
れる領域で、縁無し記録が行われる際に吐出の良好でない状態にある吐出口の有無につい
ての解析の対象となる領域を示す。
【０１００】
　記録媒体外のテストパターン領域１１０７、１１０９は、記録ヘッドの主走査移動方向
において、記録媒体外のテストパターン領域で、記録媒体への記録の行われない領域であ
る。図１１に示されるように、テストパターンの一部は記録媒体の外部に形成されても良
い。これにより、テストパターンと、テストパターンのそれぞれの画素を形成する吐出口
との間の相対的な位置関係をより正確に認識することができる。
【０１０１】
　記録ヘッドのヘッド位置基準検知マークについて説明する。記録媒体に少なくとも１つ
以上のヘッド位置基準検知マークがテストパターン内に記録されるように、テストパター
ンにヘッド位置基準検知マークが配置される。このとき、使用される記録媒体幅と、移動
し得る記録ヘッドの主走査方向に沿う位置の間の組み合わせは、どのような組み合わせで
あっても良い。本実施形態では、図１１に示されるように、記録ヘッドの幅に対応する記
録可能範囲にヘッド位置基準検知マーク１１１０、１１１１、１１１２の３つのヘッド位
置基準検知マークが配置されている。３つのヘッド位置基準検知マークの識別は、ヘッド
主走査方向に連続するヘッド位置基準検知マークの個数で識別する。ヘッド位置基準検知
マークのそれぞれを識別することで、それぞれのヘッド位置基準検知マークの位置を特定
することができ、それぞれのヘッド位置基準検知マークを形成する吐出口を特定すること
ができる。
【０１０２】
　第１のヘッド位置基準検知マーク１１１０は、ヘッド位置１１０３に対応するヘッド位
置基準検知マークである。第１のヘッド位置基準検知マーク１１１０は、ヘッド位置基準
検知マークを１つ配置したもので、マークの中心が基準位置である。
【０１０３】
　第２のヘッド位置基準検知マーク１１１１は、ヘッド位置１１０４に対応するヘッド位
置基準検知マークである。第２のヘッド位置基準検知マーク１１１１は、ヘッド位置基準
検知マークをヘッド主走査方向に２つ連続して配置したもので、左側のマークの中心が基
準位置である。
【０１０４】
　第３のヘッド位置基準検知マーク１１１２は、ヘッド位置１１０５に対応するヘッド位
置基準検知マークである。第３のヘッド位置基準検知マーク１１１２は、ヘッド位置基準
検知マークをヘッド主走査方向に３つ連続して配置したもので、中央のマークの中心が基
準位置である。ヘッド位置基準検知マークの検出処理は後述する、図１２の説明で詳細に
述べる。
【０１０５】
　図１２は、本実施形態に係る吐出の良好でない状態にある吐出口についての補完処理に
おいて、記録ヘッドのヘッド位置基準検知マークを検出する処理を説明するための説明図
である。
【０１０６】
　テストパターン１２００は、Ｋ（ブラック）の記録ヘッドのテストパターンである。ヘ
ッド位置基準検知マーク１２０１は、テストパターン１２００のヘッド位置基準検知マー
ク位置を拡大した図である。検知マーク１２０２は、テストパターン１２００の検知マー
ク位置を拡大した図である。
【０１０７】
　ヘッド位置基準検知マークを検出する処理について説明する。ヘッド位置基準検知マー
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クの検出は、検出した検知マークの白抜き領域のＲＧＢ各チャンネルの輝度値に基づき検
出する。ヘッド位置基準検知マークは、検知マークの白抜き領域をＹ（イエロー）でベタ
記録しているため、検出の判断は、ベタ記録領域のＢチャンネルの輝度値が所定値以下で
あるか否かで行う。平均輝度領域１２０３は、ヘッド位置基準検知マーク領域の記録媒体
の搬送方向の平均輝度値を示す。平均輝度領域１２０４は、検知マーク領域の記録媒体の
搬送方向の平均輝度値を示す。
【０１０８】
　グラフ１２０７～１２０９は、平均輝度領域１２０３の輝度値を図示したもので、１２
０７がＲチャンネル、１２０８がＧチャンネル、１２０９がＢチャンネルの輝度値を示す
。グラフ１２１０～１２１２は、平均輝度領域１２０４の輝度値を図示したもので、１２
１０がＲチャンネル、１２１１がＧチャンネル、１２１２がＢチャンネルの輝度値を示す
。各グラフ、Ｙ軸１２０５は輝度値を示し、Ｘ軸１２０６は平均画素位置を示す。
【０１０９】
　閾値１２１３は、平均輝度領域が紙白領域かＹ（イエロー）のベタ記録領域であるかを
判定する輝度値の閾値である。ヘッド位置基準検知マークの検出は、グラフ１２０８に示
すＧチャンネルの平均輝度値で閾値１２１３以上の値となる領域があり、グラフ１２０９
に示すＢチャンネルの平均輝度値で閾値１２１３以上の値となる領域がないことで検出す
る。検知マークの検出は、グラフ１２０８に示すＧチャンネルの平均輝度値で閾値１２１
３以上の値となる領域があり、グラフ１２０９に示すＢチャンネルの平均輝度値で閾値１
２１３以上の値となる領域があることで検出する。
【０１１０】
　図１３は、本実施形態に係る吐出の良好でない状態にある吐出口についての補完処理に
おいて、吐出の良好でない状態にある吐出口周囲の所定範囲の吐出口を補完する処理につ
いて説明するための図である。図１３を用いて、吐出の良好でない状態にある吐出口の有
無についての検出処理において検出された吐出の良好でない状態にある吐出口領域１３０
１の補完処理を行う例について説明する。テストパターン１３００は、Ｋ（ブラック）の
記録ヘッドのテストパターンである。
【０１１１】
　まず、吐出の良好でない状態にある吐出口についての補完処理では、ヘッド位置基準検
知マーク１３０２を検出する。次に吐出の良好でない状態にある吐出口領域１３０１に近
接する検知マークを検出する。ここでは、吐出の良好でない状態にある吐出口領域の位置
と検出済みの検知マーク位置に基づき、吐出の良好でない状態にある吐出口領域１３０１
に最も近い検知マーク１３０３を検出する。次に、検知マーク１３０３の記録ヘッドにお
ける吐出口位置を特定する。検知マーク１３０３は、ヘッド位置基準検知マーク１３０２
から検知マーク３つ分の間隔があるので、ヘッド位置基準検知マークの吐出口位置をＮと
して、それぞれの検知マーク間の距離がＭ吐出口とすると、検知マーク１３０３の吐出口
位置はＮ＋（Ｍ×３）となる。次に吐出の良好でない状態にある吐出口領域の記録ヘッド
内における吐出口位置を特定する。読取画像において、吐出の良好でない状態にある吐出
口領域と近接する検知マーク１３０３の距離がＬ画素とする。それぞれの画素間の距離が
Ｋ吐出口に対応すると、吐出の良好でない状態にある吐出口領域の記録ヘッドにおける吐
出口位置１３０７は、Ｎ＋（Ｍ×３）＋（Ｌ×Ｋ）となる。本実施形態では、Ｌは負の値
になる。次に、特定した吐出の良好でない状態にある吐出口領域の吐出口周囲の所定量吐
出口の補完処理を行う。補完処理は、特定した吐出口位置にずれがある可能性があるため
、特定した吐出口のみの補完処理を行うのではなく所定量の吐出口について補完処理を行
う。ずれの原因としては、本実施形態では、解析する読取画像の解像度が吐出口列の配列
の解像度より低いことが挙げられる。読取画像の解像度が低いため、吐出の良好でない状
態にある吐出口の有無についての検出処理で検出された吐出口の位置を１吐出口単位で特
定できない。そのため、吐出の良好でない状態にある吐出口を含む周辺の吐出口の領域が
検出されることになる。また、スキャナ読み取り時の諸収差の影響で、読取画像が記録ヘ
ッドの主走査方向に歪んでいる可能性についても挙げられる。補完処理を行う所定量を１
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３吐出口とすると、吐出口位置Ｎ＋（Ｍ×３）＋（Ｌ×Ｋ）－６の吐出口から、Ｎ＋（Ｍ
×３）＋（Ｌ×Ｋ）＋６の吐出口までの補完処理の対象吐出口１３１０についての補完処
理を行うことになる。
【０１１２】
　以上のように、本実施形態では、予め縁有り記録モードが設定されている際には、縁有
り記録に対応したテストパターンが記録される。また、縁無し記録モードが設定されてい
る際には、縁無し記録に対応したテストパターンが記録される。そして、縁無し記録モー
ドが設定されている際には、記録媒体の紙白部分と記録媒体の外側部分（キャリブレーシ
ョンローラ）との間の輝度の差によって、テストパターンの端部が検出される。具体的に
は、一般的に記録媒体の紙白部分の方が輝度が高いため、予め設定されている輝度につい
ての閾値よりも輝度の高い部分をテストパターン領域として端部位置を検出する。また、
縁有り記録モードが設定されている際には、テストパターンの部分と、記録媒体の紙白部
分との間の輝度の差によってテストパターンの端部が検出される。具体的には、一般的に
記録媒体の外部の方が輝度が低いので、予め設定されている輝度値についての閾値を下回
った部分をテストパターン外部の領域として認識し、テストパターンの端部位地が検出さ
れる。そして、検出されたテストパターンの端部の間の領域について、吐出口からのイン
ク吐出の状態についての検知が行われる。
【０１１３】
　従って、縁有り記録モードの場合及び縁無し記録モードの場合のいずれの場合において
も、記録モードに対応したテストパターンの端部の間の領域について吐出口からのインク
吐出の状態についての検知が行われる。従って、記録の際に用いられる領域以外の吐出口
について、吐出口からのインク吐出の状態の検知が不必要な部分に無駄に行われることが
抑えられる。また、記録に用いられる吐出口であるにもかかわらず、吐出口からのインク
吐出の状態の検知が行われないまま、記録が行われることが抑えられる。
【０１１４】
　このように、検知処理の不必要な領域に形成された吐出口についての、インク吐出の状
態についての検知が無駄に行われることが抑えられるので、検知処理のために必要とされ
る時間を短縮させることができる。従って、インクジェット記録装置の使用の際の、ユー
ザーの煩わしさを少なく抑えることができる。また、記録の際に使用される吐出口につい
ては、吐出口からのインク吐出の状態の検知がより確実に行わるので、インク吐出の状態
が良好でない状態で吐出口からインク吐出が行われることがより少なく抑えられる。これ
により、記録画像の品質を高く維持することができる。
【０１１５】
　なお、上記実施形態では、記録媒体は記録の行われる面が白色のものが用いられたが、
本発明はこれに限定されない。記録媒体の外部の領域との間の輝度の差及びテストパター
ンとの間で輝度の差が検出されるのであれば、記録媒体は白色でなくても良い。また、キ
ャリブレーションローラは、記録媒体との間の輝度の差が検出されるのであれば、黒色で
なくても良い。
【０１１６】
　なお、本明細書において、「記録」とは、文字、図形等有意の情報を形成する場合のみ
ならず、有意無意を問わずに用いられる。また、人間が視覚で知覚し得るように顕在化し
たものであるか否かを問わず、広く記録媒体上に画像、模様、パターン等を形成する、ま
たは記録媒体の加工を行う場合も表すものとする。
【０１１７】
　また、「記録装置」とは、プリンタ、プリンタ複合機、複写機、ファクシミリ装置など
のプリント機能を有する装置、ならびにインクジェット技術を用いて物品の製造を行なう
製造装置を含む。
【０１１８】
　さらに、「インク」（「液体」と言う場合もある）とは、上記「記録」の定義と同様広
く解釈されるべきものである。記録媒体上に付与されることによって、画像、模様、パタ
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ーン等の形成または記録媒体の加工、或いはインクの処理（例えば記録媒体に付与される
インク中の色剤の凝固または不溶化）に供され得る液体を表すものとする。
【符号の説明】
【０１１９】
　１０６　記録ヘッド
　２００　インクジェット記録装置
　３０５、４０１、１０００、１１０６、１２００、１３００　テストパターン
　４１０、１１１０、１１１１、１１１２　ヘッド位置基準検知マーク
　４１１、　検知マーク

【図１】 【図２】
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